
学校番号 110 

平成 3１年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂版 物理基礎」 （数研出版） 

副教材等  リードα 物理基礎（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理とは、科学的事象を客観的に観察し、基本的な物理的法則に基づいて、その仕組みを思考し理解し

ていく教科です。物理基礎では「運動の表し方」「運動の法則」「仕事と力学的エネルギー」「熱とエ

ネルギー」「エネルギーとその利用」について学んでいきます。授業中は、自分の手で図をかき、自分

の頭でよく考えることを心がけてください。そして私たちの身のまわりの自然現象と物理法則を結びつ

け、科学的に物事を理解する力を身につけてください。復習もとても大事です。分からない点はすぐに

質問に来てください。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究

する能力と態度を育くみ、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的なものの見方や自

然観を身につける。またエネルギーについての理解を深め、エネルギー資源の問題や原子力発電等の安

全性や問題点についても正しく考察できる力を身につける。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心や探究心をもち、意

欲的にそれらを探究し

ようとするとともに、

科学的態度を身につけ

ている。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し、探究

する過程を通して、事

象を科学的に考察し、

導き出した考えを的確

に表現している。 

観察、実験を行い、基

本操作を習得すると

ともに、それらの過程

や結果を的確に記録、

整理し、自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身につけ 

ている。 

自然の事物・現象につ

いて、基本的な概念や

原理・法則を理解し、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

実験レポート 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

実験レポート 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシートの

記述 

実験レポート 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１
学
期 

運
動
の
表
し
方 

速 度 ○   ○ a:身近な物体の運動について、

位置と時間の関係、速度とその

変化である加速度に関心を持

ち、意欲的に探究しようとする。 

b:実験・観察をとおして、落体の

運動が等加速度運動であること

を考察し、導き出した考えを表現

している。 

c:自由落下運動に関する探究活

動を行い、科学的に探究する方

法を習得するとともに、それらの

過程や結果を的確に記録、整理

している。 

d:物体の運動が速度や加速度と

いった物理量によって表され、数

量的に扱えることを理解し、知識

を身につけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ 

定期考査 

加速度  ○ ○ ○ 

落体の運動 ○ ○ ○  

２
学
期 

運
動
の
法
則 

力のはたらきと力のつりあい ○  ○ ○ a:物体の運動状態を変化させる

ものは力のはたらきであることに

気づき、関心を持って意欲的に

探究しようとする。 

b:実験・観察をとおして「運動の

法則」や「力学的エネルギーの

保存」を確かめ、これら物理法則

によって物体の運動が定量的に

予測できることを考察し、導き出

した考えを表現している。 

c:運動の法則および力学的エネ

ルギー保存の法則に関する探究

活動を行い、科学的に探究する

方法を習得するとともに、それら

の過程や結果を的確に記録、整

理している。 

d:自然や宇宙を支配する「物理

法則」について定性的に、また定

量的にも理解し、知識を身につ

けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ 

定期考査 

運動の法則 ○ ○ ○ ○ 

摩擦を受ける運動  ○ ○  

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕 事 ○   ○ 

力学的エネルギー  ○ ○ ○ 

力学的エネルギーの保存 ○ ○ ○  

 

 



３
学
期 

熱 

熱と熱量・比熱 ○   ○ a:熱とエネルギーの関係や放射

線と核エネルギーについて関心

を持ち、意欲的に探究しようとす

る。 

b:ミクロな視点に基づき、分子の

熱運動を考察し、マクロな熱エネ

ルギーや温度との関係について

導き出した考えを表現している。 

c:自然放射線や身近なものから

出ている放射線について探究活

動を行い、科学的に探究する方

法を習得するとともに、それらの

過程や結果を的確に記録、整理

している。 

d:熱エネルギーおよび核エネル

ギーについて理解し、火力や原

子力による発電の仕組みと安全

性についての正しい知識を身に

つけている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ 

定期考査 

熱と仕事  ○  ○ 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

放射線と核エネルギー ○ ○  ○ 

エネルギー資源と発電  ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


